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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年11月25日(2021.11.25)

【公表番号】特表2020-537785(P2020-537785A)
【公表日】令和2年12月24日(2020.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2020-052
【出願番号】特願2020-521412(P2020-521412)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｎ   3/063    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｎ    3/063    　　　　
   Ｇ０６Ｆ   17/16     　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月14日(2021.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　図４は、一実装形態による、例示的なニューラルネットワーク処理システム４００を示
す。システムは、ニューラルネットワークアクセラレータ２３８に通信可能に接続された
ホストコンピュータシステム４０２を含む。ホストコンピュータシステム４０２は、図２
に示されているように、処理システム２１０と、システムメモリ２１６と、ストレージ２
１８とを含むことができる。ホストコンピュータシステム４０２は、詳細には、機械学習
（ＭＬ）フレームワーク４１０とニューラルネットワークアクセラレータ（ＫＡ）インタ
ーフェース４１２とによってプログラムされる。図１のアプリケーション１１２に対応す
るＭＬフレームワークプログラムは、特定のニューラルネットワークアプリケーション、
たとえば、画像または音声処理を指定し、図１の場合のようにアクセラレーションライブ
ラリとして実装され得るＫＡインターフェースは、ＭＬフレームワークからのニューラル
ネットワーク処理についての要求に応答して、ニューラルネットワークアクセラレータ上
でニューラルネットワーク動作を始動する。ニューラルネットワークアクセラレータ２３
８はＲＡＭ２２６に連結され、ＲＡＭ２２６を通して、ホストとニューラルネットワーク
アクセラレータとが通信する。ニューラルネットワークアクセラレータは構成レジスタ４
０８のセットを有する。構成レジスタは、ＲＡＭ２２６中のメモリバッファのアドレスと
、一般的な行列乗算（ＧＥＭＭ）のための行列次元、および畳み込みのためのストライド
／ウィンドウなど、ニューラルネットワーク動作のための構成パラメータとを記憶するた
めに、ＫＡインターフェース４１２にとってアクセス可能である。
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